
ー
こ
の
10
年
間
で
東
北
地

方
に
数
々
の
大
型
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

J
P
A
C
　
中
村
圭
吾
会
長

︵
以
降
、
中
村
︶
東
北
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
2
0
0
2
年
の
青

森
市
モ
ヤ
ヒ
ル
ズ
の
緩
斜
面
を

利
用
し
た
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の

計
画
検
討
業
務
を
皮
切
り
に
、

2
0
0
8
年
に
は
、
宮
城
県
の

気
仙
沼
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
隣

接
地
に
日
本
最
北
の
通
年
営
業

が
可
能
な
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の

実
現
を
目
指
し
た
企
画
設
計
の

要
請
か
ら
本
格
化
し
た
。
進
出

か
ら
約
19
年
間
、
今
日
に
至
る

ま
で
多
く
の
皆
様
と
ご
一
緒
に

コ
ー
ス
開
設
に
携
わ
っ
て
き
た
。

私
自
身
、
宮
城
県
並
び
に
福
島

県
が
通
年
営
業
の
北
限
エ
リ
ア

に
位
置
し
、
冬
季
に
は
積
雪
寒

冷
地
で
あ
る
北
東
北
や
北
海
道

か
ら
の
利
用
者
も
訪
れ
る
事
が

可
能
と
な
り
、
高
速
道
路
網
、

鉄
道
、
空
路
及
び
海
路
が
整
備

さ
れ
て
い
る
当
圏
域
が
発
祥
の

地
北
海
道
に
次
い
で
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
普
及
の
中
心
的
役
割
を
担

う
可
能
性
が
あ
ろ
う
と
も
予
想

し
て
い
た
。
そ
れ
以
前
に
は
北

海
道
の
多
く
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
、
そ
こ

か
ら
関
東
圏
、
沖
縄
な
ど
で
、

し
す
い
の
森
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、

タ
ケ
エ
イ
エ
コ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
木
戸
、
今
帰
仁
ウ
エ
ル
ネ
ス

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
な
ど
次
々
と

設
計
監
修
を
行
い
、
並
行
し
て
、

中
国
、
韓
国
及
び
台
湾
な
ど
に

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
普
及
展
開

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ー
東
北
地
方
で
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
具
体
的
に

お
伺
い
い
た
し
ま
す
と
。

中
村
　
東
日
本
大
震
災
以
降
、

東
北
地
方
、
特
に
太
平
洋
沿
岸

部
に
お
い
て
は
、
従
来
の
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
を
実
現
す
る
と
い

う
目
的
と
合
わ
せ
、
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
が
持
つ
、﹁
健
康
寿
命
延

伸
﹂﹁
生
活
不
活
発
病
の
改
善
﹂

﹁
地
域
間
交
流
の
促
進
﹂﹁
圏
域

で
の
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
促

進
に
よ
る
個
人
消
費
減
少
の
補

填
﹂
効
果
な
ど
に
よ
り
、
地
域

社
会
貢
献
に
寄
与
す
る
有
益
な

都
市
公
園
施
設
と
し
て
の
位
置

付
け
、
認
識
が
高
ま
っ
て
い
っ

た
。
多
く
の
利
用
者
で
あ
ふ
れ

る
既
存
の
コ
ー
ス
と
と
も
に
、

各
地
域
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会

の
皆
様
を
中
心
と
し
、
未
整
備

の
市
町
村
へ
の
働
き
か
け
、
請

願
書
等
に
よ
り
、
自
治
体
が
そ

の
設
置
に
本
腰
を
入
れ
る
と
い

う
ケ
ー
ス
が
多
数
見
受
け
ら
れ

た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
で
、

2
0
1
6
年
に
は
福
島
県
南
相

馬
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
完
成

し
、
2
0
1
9
年
に
は
宮
城
県

で
矢
本
海
浜
緑
地
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
、
登
米
市
高
森
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
、
2
0
2
0
年
に
は
気

仙
沼
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が

オ
ー
プ
ン
し
、
現
在
整
備
が
進

む
福
島
県
の
飯
舘
村
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
並
び
に
田
村
市
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
を
含
め
る
と
、
年
間

約
20
万
人
以
上
の
愛
好
者
の
プ

レ
ー
へ
と
つ
な
が
っ
て
行
く
こ

と
と
予
想
し
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
弊
社
の
役
割
は
30

年
以
上
の
設
計
監
修
実
績
に
基

づ
く
、
効
率
的
な
建
設
投
資
計

画
と
、
強
靭
で
リ
ピ
ー
ト
率
が

高
く
、
且
つ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力

に
優
れ
た
コ
ー
ス
造
り
で
あ
り
、

ひ
い
て
は
都
市
公
園
施
設
で
あ

り
な
が
ら
受
益
者
負
担
と
な
る

利
用
者
の
皆
様
に
、
快
適
な
新

た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
空
間

﹁
第
三
の
棲
家
︵
サ
ー
ド
プ
レ

イ
ス
︶﹂
を
提
供
す
る
事
で
し
た
。

ー
各
自
治
体
で
の
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
設
置
の
メ
リ
ッ
ト
と

は
具
体
的
に
何
で
し
ょ
う
か
。

中
村
　
地
域
住
民
に
と
っ
て
は

健
康
寿
命
の
延
伸
、
地
域
間
交

流
の
促
進
、
生
活
不
活
発
病
の

効
用
、
ふ
れ
あ
い
と
し
て
の

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
評
価
は
申

し
上
げ
る
ま
で
も
な
い
。
他
方

各
自
治
体
で
は
、
人
口
の
流
出

並
び
に
自
然
減
、
税
収
や
個
人

消
費
額
の
減
少
、
高
齢
化
等
、

取
り
ま
く
環
境
が
厳
し
い
中
で
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
徐
々

に
寄
与
し
始
め
て
い
る
と
思
う
。

い
わ
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
モ
デ
ル
事
業
で
あ
る
。
例

え
ば
宮
城
県
で
は
、
県
外
、
海

外
か
ら
の
宿
泊
を
兼
ね
る
ツ

ア
ー
を
想
定
し
た
場
合
、
1
人

当
た
り
約
3
５,
0
0
0
円
の

経
済
効
果
が
あ
る
と
試
算
し
発

表
し
て
い
る
。
移
動
交
通
費
、

宿
泊
費
、
飲
食
費
、
観
光
、
お

土
産
等
、
そ
の
効
果
は
多
岐
に

わ
た
り
、
圏
域
に
と
ど
ま
り
既

存
の
地
域
観
光
と
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
経
済

効
果
が
、
各
地
域
の
個
人
消
費

額
の
減
少
の
挽
回
策
に
寄
与
す

る
と
い
う
事
に
つ
な
が
る
。
仮

に
約
1
２
５
万
人
と
言
わ
れ
て

い
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ァ
ー
が
年

に
1
度
、
魅
力
の
あ
る
圏
域
へ

の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
ツ
ア
ー
が

発
生
す
る
だ
け
で
も
莫
大
な
経

済
効
果
が
見
込
ま
れ
る
。
さ
ら

に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
先
進
地
域
で

は
国
内
の
み
な
ら
ず
、
海
外
か

ら
、
特
に
韓
国
、
台
湾
等
か
ら

も
多
く
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
著
名

な
コ
ー
ス
に
訪
れ
て
お
り
、
圏

域
で
の
魅
力
あ
る
コ
ー
ス
造
り

は
地
域
住
民
へ
の
多
く
の
メ

リ
ッ
ト
と
と
も
実
証
さ
れ
始
め

て
い
る
。
現
在
、
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
は
全
国
で
約
1,
2
5
0

コ
ー
ス
が
あ
り
、
1,
7
1
8

市
町
村
の
内
、
約
4
2
0
市
町

村
︵
24
.
4
％
︶
に
採
用
さ
れ

て
い
る
。
今
後
国
内
の
残
り
約

1,
3
0
0
市
町
村
へ
公
益
社

団
法
人
日
本
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協

会
︵
Ｎ
Ｐ
Ｇ
Ａ
︶
公
認
コ
ー
ス

の
採
用
に
向
け
て
取
り
組
み
、

ゆ
く
ゆ
く
は
﹁
国
民
的
ス
ポ
ー

ツ
﹂
と
な
る
事
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

ー
現
在
、
一
部
の
民
間
企

業
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
の
コ
ー

ス
は
自
治
体
で
運
営
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
の
設
置
、
運
営
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

中
村
　
現
在
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

は
都
市
公
園
施
設
の
中
に
含
ま

れ
る
公
共
施
設
と
し
て
90
％
以

上
が
設
置
さ
れ
、
自
治
体
で
は

直
営
、
指
定
管
理
者
、
運
営
委

託
等
に
よ
り
運
営
す
る
場
合
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ

る
公
設
公
営
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

普
及
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。
そ

れ
が
時
代
の
変
化
と
と
も
に
、

設
置
並
び
に
運
営
方
法
が
劇
的

に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
例
え
ば

国
内
に
お
い
て
都
市
公
園
施
設

で
は
特
定
の
施
設
以
外
無
料
が

基
本
で
す
の
で
、
お
金
を
払
っ

て
公
園
に
入
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
こ
の
公
園
を
維

持
す
る
た
め
に
は
収
入
の
無
い

な
か
で
、
芝
を
刈
っ
た
り
、
公

園
を
清
掃
し
た
り
、
パ
ト
ロ
ー

ル
を
す
る
な
ど
維
持
管
理
に
要

す
る
歳
出
は
、
当
然
税
金
で
賄

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

2
0
0
4
年
に
都
市
公
園
法
の

改
正
が
行
わ
れ
公
園
行
政
に

と
っ
て
大
変
革
期
が
訪
れ
ま
す
。

簡
単
に
言
う
と
今
ま
で
は
公
園

を
民
間
事
業
者
が
利
用
す
る
事

は
短
期
間
の
イ
ベ
ン
ト
に
限
定

さ
れ
、
恒
常
的
な
利
用
や
企
業

広
告
な
ど
の
掲
示
を
す
る
事
が

出
来
な
い
場
所
で
し
た
。
民
間

の
知
恵
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す

る
事
は
出
来
な
い
一
種
の
﹁
聖

域
﹂
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
改
正

都
市
公
園
法
で
は
、﹁
公
園
管

理
者
以
外
の
者
が
設
置
し
た
方

が
そ
の
公
園
の
機
能
の
増
進
に

つ
な
が
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

︵
要
件
緩
和
措
置
に
よ
る
占
有

許
可
︶﹂、
民
間
事
業
者
が
そ
の

占
有
を
最
大
10
年
に
限
っ
て
認

め
ら
れ
、
さ
ら
に
延
長
す
る
事

も
可
能
と
な
っ
た
。
民
間
事
業

者
が
企
画
、
ノ
ウ
ハ
ウ
、
時
に

は
経
営
資
源
を
も
提
供
し
、
都

市
公
園
施
設
、
例
え
ば
サ
ッ

カ
ー
場
、
野
球
場
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
、

カ
フ
ェ
、
も
ち
ろ
ん
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
も
設
置
出
来
る
よ
う
に

な
っ
た
。
官
民
連
携
の
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
が
誕
生
す
る
法
整
備

が
初
め
て
整
っ
た
訳
で
す
。

ー
P
G
J
で
は
北
海
道
で

P
G
J
茨
戸
・
P
G
J
南
幌
の

2
コ
ー
ス
を
所
有
・
運
営
し
て

い
ま
す
が
、
P
G
J
南
幌
コ
ー

ス
は
こ
の
パ
タ
ー
ン
で
す
ね
。

中
村
　
こ
の
都
市
公
園
法
の

﹁
要
件
緩
和
措
置
﹂
を
採
用
頂
き
、

国
内
で
初
め
て
、
公
募
を
経
て

完
成
さ
せ
た
の
が
P
G
J
南
幌

コ
ー
ス
で
す
。
当
時
、
当
初
は

南
幌
町
民
か
ら
コ
ー
ス
設
置
の

要
請
を
受
け
て
い
た
南
幌
町
長

か
ら
﹁
魅
力
あ
る
コ
ー
ス
の
設

置
と
は
﹂
と
い
う
相
談
が
弊
社

に
持
ち
込
ま
れ
、
ど
の
く
ら
い

の
費
用
が
掛
か
り
、
ど
の
よ
う

な
運
営
が
出
来
、
維
持
管
理
の

予
算
は
ど
れ
く
ら
い
か
と
い
う

一
般
的
な
問
い
合
わ
せ
で
あ
っ

た
が
、
協
議
を
重
ね
る
内
に
、

﹁
要
件
緩
和
措
置
に
よ
る
占
有
﹂

へ
と
国
内
初
の
ス
キ
ー
ム
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
い
う
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
変
わ
っ
て

い
っ
た
。
国
内
で
前
例
が
な
く
、

官
民
で
苦
労
し
た
が
、
最
終
的

に
北
海
道
、
国
交
省
か
ら
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
は
認
め
ら
れ
、
既
存

の
農
村
公
園
の
中
に
、
官
民
連

携
設
置
に
よ
る
民
営
の
コ
ー
ス

が
日
本
で
初
め
て
誕
生
し
た
。

　
こ
の
手
法
が
、
当
時
北
海
道

や
本
州
の
経
済
番
組
に
先
進
事

例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
広

く
紹
介
さ
れ
、
国
内
第
2
号
の

﹁
要
件
緩
和
措
置
に
よ
る
占
有

許
可
﹂
コ
ー
ス
と
し
て
札
幌
市

に
て
公
募
が
行
わ
れ
採
用
さ
れ

た
の
が
札
幌
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
倶

楽
部
福
移
の
杜
コ
ー
ス
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
官
民
連
携
の
モ

デ
ル
事
業
と
し
て
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
が
成
り
立
つ
事
が
実
証
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
が
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
の
官
民
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
さ
ら

に
同
法
の
改
正
が
2
0
1
7
年

に
行
わ
れ
、﹁
P
A
R
K

-

P

F
I
﹂
と
い
う
法
令
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
﹁
都
市
公

園
の
中
に
都
市
公
園
施
設
と
し

て
認
め
ら
れ
た
も
の
を
、
民
間

の
活
力
に
よ
っ
て
提
案
し
採
択

し
て
運
営
し
て
い
く
こ
と
﹂
が

認
め
ら
れ
た
法
令
で
、
期
間
が

最
大
20
年
間
に
延
長
さ
れ
、
そ

こ
か
ら
出
て
く
る
一
部
収
益
に

つ
い
て
は
、
ま
た
公
園
事
業
に

再
投
資
を
行
う
と
い
う
条
件
が

つ
い
た
。
こ
の
制
度
を
利
用
し
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
本
体
は
自
治

体
が
整
備
し
、
自
主
事
業
を
民

間
資
本
で
行
い
、
運
営
は
全
て

民
間
事
業
者
が
責
任
を
持
っ
て

受
け
持
つ
と
い
う
方
式
が
誕
生

し
て
い
る
。
運
営
手
法
︵
料
金

収
受
な
ど
も
︶
は
様
々
あ
る
が
、

基
本
的
に
は
官
民
連
携
と
い
う

の
は
﹁
設
計
・
施
工
・
運
営
﹂

が
セ
ッ
ト
に
な
る
。﹁
地
域
に

密
着
し
20
年
間
責
任
を
持
っ
て

や
り
遂
げ
る
﹂
と
い
う
公
募
を

行
い
、
そ
の
責
任
が
持
て
る
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
共
同
事

業
体
︵
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
︶
が

編
成
さ
れ
て
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

を
登
場
さ
せ
る
と
い
う
手
法
で

あ
る
。
D
B
O
方
式
︵
設
計
・

施
工
・
運
営
︶
と
い
わ
れ
て
お
り
、

P
A
R
K

-

P
F
I
の
一
つ
の

手
法
で
あ
り
コ
ー
ス
を
設
置
す

る
場
合
に
有
効
と
な
り
、
基
本

的
に
運
営
リ
ス
ク
は
通
常
の
自

治
体
か
ら
運
営
力
と
ノ
ウ
ハ
ウ

を
有
す
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に

移
る
。
さ
ら
に
、
国
交
省
に
よ

る
交
付
金
の
対
象
と
も
な
り
、

全
額
を
一
般
財
源
、
起
債
、
そ

の
他
交
付
金
等
に
よ
り
設
置
さ

れ
て
い
た
従
来
型
の
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
整
備
に
対
し
て
、
最
大

1
/
2
の
補
助
を
受
け
る
事
が

可
能
と
な
る
。
自
治
体
と
し
て

も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、

官
民
連
携
の
事
業
ス
キ
ー
ム
と

し
て
最
前
線
で
採
用
が
始
ま
っ

て
い
る
。
自
主
事
業
の
内
容
に

よ
っ
て
は
整
備
資
金
そ
の
も
の

も
民
間
資
金
に
委
ね
る
事
も
可

能
と
な
り
、
総
事
業
費
の
抑
制

に
も
つ
な
が
る
事
に
な
る
。
一

石
三
鳥
で
あ
る
。
政
府
が
進
め

る
民
間
活
力
、
ノ
ウ
ハ
ウ
及
び

経
営
資
源
を
活
用
す
る
﹁
官
民

連
携
﹂
に
対
す
る
、
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
業
界
か
ら
の
提
案
で
す
。

ー
と
こ
ろ
で
中
村
会
長
は
、

P
A
R
K-

P
F
I
が
施
行
さ

れ
る
1
年
前
の
2
0
1
6
年
に

日
本
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
設
計
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
協
会
（
J
P
A
C
）

を
設
立
し
て
い
ま
す
が
、
こ
ち

ら
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ

て
い
る
の
で
す
か
。

中
村
　
J
P
A
C
は
︵
公
社
︶

日
本
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
の
賛

助
会
員
に
加
盟
し
て
い
る
事
が

条
件
の
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
設

置
や
開
発
に
携
わ
る
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
技
術
集
団

の
任
意
団
体
で
す
。
先
ほ
ど
も

述
べ
た
﹁
全
国
1,
7
1
8
市

町
村
へ
の
Ｎ
Ｐ
Ｇ
Ａ
公
認
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
の
導
入
﹂、﹁
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
を
国
民
的
ス
ポ
ー
ツ

へ
﹂、﹁
ア
ジ
ア
圏
に
お
け
る

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
普
及
﹂
の
3

つ
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
活
動
し

て
い
る
。
具
体
的
な
活
動
と
し

て
、
政
府
の
各
省
庁
に
対
し
て
、

上
記
テ
ー
マ
の
実
現
の
為
、

P
A
R
K

-
P
F
I
へ
の
採
用

要
請
、
国
際
化
に
向
け
た
意
見

交
換
、
ス
ポ
ー
ツ
化
へ
の
道
程

な
ど
、Ｎ
Ｐ
Ｇ
Ａ
本
部
と
連
携

し
意
見
を
提
言
し
た
り
、
自
民

党
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
普
及
振
興
議

員
連
盟
へ
の
普
及
活
動
支
援
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
要

請
に
よ
り
国
内
、
海
外
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
行
い
、
協
会
の

自
主
事
業
と
し
て
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
カ
ッ
プ
を
冠
す
る
国
際
大
会

を
企
画
開
催
し
、
国
際
化
に
向

け
た
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

ー
J
P
A
C
の
テ
ー
マ
の

中
で
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
ス
ポ
ー

ツ
化
と
あ
り
ま
す
が
、メ
リ
ッ
ト

等
を
具
体
的
に
教
え
て
下
さ
い
。

中
村
　
文
科
省
に
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
が
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
認
可
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
が
実

現
で
き
る
か
と
い
う
と
、
小
中

高
の
学
校
の
授
業
で
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
採
用
出
来
る
と
い
う
事

に
あ
る
。
さ
ら
に
ク
ラ
ブ
活
動

に
際
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｇ
Ａ
の
指
導
員

や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
皆
様
が
学

校
に
て
指
導
し
た
り
課
外
授
業

で
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
教
え
る
こ

と
も
出
来
る
よ
う
に
な
る
。
他

の
ス
ポ
ー
ツ
同
様
に
学
校
活
動

の
一
環
と
し
て
コ
ー
ス
利
用
が

可
能
な
地
域
で
は
活
性
化
し
て

い
く
。
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
裾

野
が
広
が
る
事
に
つ
な
が
る
。

　
ま
た
競
技
と
し
て
は
国
体
の

正
式
種
目
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目

に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
海
外
、

特
に
韓
国
を
中
心
に
そ
う
い
う

動
き
が
活
発
に
あ
り
、
我
々
が

求
め
な
く
て
も
海
外
各
国
の
動

向
次
第
で
は
将
来
的
に
そ
う
な

る
可
能
性
も
出
て
来
て
い
る
。

ま
た
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
効
用
と

し
て
、
設
置
側
か
ら
す
る
と
都

市
公
園
施
設
の
中
で
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
利
用
料
が
受
益
者
負
担

と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
利
用
料

金
に
よ
っ
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や

運
営
や
管
理
等
が
あ
る
程
度
賄

え
る
こ
と
に
よ
り
運
営
自
体
は

成
立
す
る
施
設
に
な
り
得
る
と

言
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
こ
れ

は
残
念
な
が
ら
公
園
緑
地
、
運

動
施
設
、
例
え
ば
陸
上
競
技
場
、

サ
ッ
カ
ー
場
、
野
球
場
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
等
に
お
い
て
は
独
立

採
算
性
は
現
実
的
に
厳
し
い
現

状
で
あ
る
。

　
ま
た
﹁
歩
行
を
伴
う
運
動
﹂

を
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
人
の

介
護
医
療
保
険
費
は
、
1
歩
あ

た
り
0.
0
6
5
円
削
減
で
き

る
と
い
う
デ
ー
タ
が
国
交
省
の

関
東
地
方
整
備
局
か
ら
発
表
さ

れ
て
い
る
。﹁
歩
行
を
伴
う
運

動
﹂
に
は
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
、
登
山
、
ゴ
ル
フ
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
そ
し
て
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
も
該
当
す
る
と
考
え

ら
れ
る
。
1
人
の
プ
レ
ー
ヤ
ー

が
週
2
回
36
ホ
ー
ル
プ
レ
ー

︵
日
常
的
と
仮
定
義
︶
し
て
年

54
週
と
し
て
年
間
1
0
8
回
。

36
ホ
ー
ル
プ
レ
ー
で
約
6,
0

0
0
歩
行
す
る
と
設
定
す
る
と
、

1
0
8
回
×
6,
0
0
0
歩
×

0
.

0

6

5

円
＝
4

2
,

1

2
0
円
。
こ
の
金
額
が
介
護
医

療
費
削
減
に
寄
与
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
各
コ
ー
ス

に
仮
に
日
常
的
に
プ
レ
ー
を

行
っ
て
い
る
人
数
が
1
0
0
人

い
る
と
仮
定
す
る
と
、
そ
の
１

コ
ー
ス
当
た
り
で
は
4,
2
1

2,
0
0
0
円
の
削
減
に
寄
与

し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
プ
レ
ー
ヤ
ー
の

健
康
を
叶
え
る
と
共
に
、
財
政

支
出
の
削
減
に
繋
が
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

ー
中
村
会
長
は
中
国
、

韓
国
で
第
1
号
の
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
案
件
を
成
功
さ
せ
て
い
ま

す
が
、
海
外
で
の
動
き
は
い
か

が
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
ア
ジ

ア
圏
に
お
け
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

の
普
及
及
び
国
際
化
に
つ
い
て

お
聞
き
か
せ
下
さ
い
。

中
村
　
中
国
で
は
2
0
0
0
年

の
瀋
陽
市
植
物
園
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
、
2
0
0
2
年
に
は
韓
国

で
漢
江
市
民
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
を
政
府
の
要
請
に
よ
り
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
設

計
技
術
指
導
ま
で
担
当
し
完
成

さ
せ
た
。
現
在
韓
国
で
は
2
4

0
を
超
え
る
コ
ー
ス
が
誕
生
し

て
お
り
、
5
万
人
を
超
え
る
愛

好
者
が
い
る
。
ま
た
多
く
の
プ

レ
ー
ヤ
ー
が
来
日
し
、
数
多
く

の
国
際
大
会
、
交
流
大
会
に
参

加
し
て
い
る
。
同
国
の
社
団
法

人
大
韓
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
は

大
韓
体
育
会
に
所
属
し
国
の
機

関
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

小
職
は
︵
公
社
︶
日
本
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
協
会
︵
Ｎ
Ｐ
Ｇ
Ａ
︶
の

国
際
連
盟
設
立
準
備
委
員
会
の

執
行
理
事
を
拝
命
し
、
国
際
化

に
向
け
た
活
動
も
行
っ
て
き
た

が
、
最
も
重
要
な
事
は
国
際
基

準
と
し
て
の
日
本
発
祥
の
ル
ー

ル
の
統
一
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

ク
ラ
ブ
や
ボ
ー
ル
の
基
準
も
含

め
、
日
本
の
ル
ー
ル
が
世
界
の

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
ル
ー
ル
で
あ

る
と
い
う
事
を
普
及
の
大
前
提

と
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

国
際
連
盟
の
設
立
を
関
係
機
関

に
強
く
要
請
し
た
と
い
う
経
緯

が
あ
る
。
常
に
発
祥
の
地
日
本

が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
る
た
め

に
微
力
な
が
ら
活
動

し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
日
本
の
ル
ー

ル
に
則
っ
て
世
界
に

普
及
す
る
と
い
う
確

約
を
各
国
か
ら
取
り

つ

け

た
Ｎ
Ｐ
Ｇ
Ａ
三

井
巖
会
長
が
実
現
し

た
成
果
は
と
て
つ
も

な
く
大
き
く
、
そ
の

枠
組
み
の
中
で
、
今

後
世
界
的
な
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
も
検
討
さ
れ

て
い
く
事
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

ー
地
域
住
民
や
愛
好
者
が
コ
ー
ス
設
置
を

望
ん
だ
場
合
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
ろ
し
い
で

し
ょ
う
か
。

中
村
　
今
ま
で
の
経
験
の
中
で
申
し
上
げ
る
と
、

ま
ず
第
一
に
重
要
な
こ
と
は
地
域
住
民
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
協
会
な
ど
の
皆
様
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

に
よ
り
設
置
機
運
が
高
ま
る
事
で
あ
る
。
同
時

に
、
首
長
に
何
ら
か
の
形
で
そ
の
熱
意
と
必
要

性
を
伝
え
、
上
述
し
て
き
た
よ
う
な
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
の
有
益
性
を
理
解
、
認
識
い
た
だ
き
、
数

あ
る
市
町
村
の
政
策
の
中
で
の
優
先
順
位
を
上

げ
て
頂
く
必
要
が
あ
る
。

　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
導
入
し
た
時
に
利
用
者
に

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
か
、
導
入
手
法
は
ど

う
か
、
財
源
の
確
保
、
経
済
効
果
に
つ
い
て
検

討
を
重
ね
、
議
会
の
様
々
な
質
疑
を
経
て
採
用

さ
れ
る
事
に
な
る
。
初
め
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
認
知
度
も
低
く
、
動
き
出
す
ま
で
に
、
非
常

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
時
間
を
要
す
る
。
J
P
A
C

は
数
多
く
の
実
績
が
あ
る
専
門
家
チ
ー
ム
で
あ

り
、
開
発
行
為
や
森
林
法
、
農
地
法
の
許
認
可
や
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
説
明
、
効
果
、
財
源
、
機
会
、

雇
用
な
ど
あ
ら
ゆ
る
側
面
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
り
対
応

を
行
っ
て
き
た
。
今
日
で
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

は
単
な
る
都
市
公
園
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を

設
置
す
る
と
い
う
事
よ
り
、﹁
パ
ー
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
﹂
施
設
と
し
て
脚
光
を
浴
び
、
期
待
も

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
時
代
背
景

の
推
移
と
と
も
に
、﹁
三
世
代
ス
ポ
ー
ツ
﹂
が

官
民
連
携
の
モ
デ
ル
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
さ

ら
に
進
化
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
現
在
も
東
北
地
方
を
始
め
、
国
内
外
に
積
極

的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
る
J
P
A

C
。
こ
れ
か
ら
の
展
開
に
愛
好
者
は
も
ち
ろ
ん
、

業
界
内
外
か
ら
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

【JPAC】日本パークゴルフ設計コンサルタント協会会長

　
1
9
8
9
年
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
設
計
の
第
1
号
案
件
か
ら
三
十
余
年

に
わ
た
り
、国
内
外
の
1
5
0
を
超
え
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
し
た
実
績
を
持
ち
、海
外
で
も
、中
国
で
2
0
0
0
年
に
瀋
陽
市
植

物
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、韓
国
で
は
2
0
0
2
年
に
漢
江
市
民
公
園
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
の
各
国
第
1
号
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
。直
近

10
年
で
は
主
に
東
北
地
方
で
数
々
の
注
目
コ
ー
ス
を
手
掛
け
た
J
P
A
C

中
村
圭
吾
会
長
に
今
後
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
展
望
を
お
聞
き
し
た
。 パークゴルフジャパン株式会社 代表取締役

公益社団法人日本パークゴルフ協会・
国際連盟設立準備委員会執行理事
株式会社サイプレスランドスケーププランニング 代表取締役
自民党パークゴルフ普及振興議員連盟 アドバイザー

中村圭吾

進
む
東
北
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

【福島県】2016年オープン 54H
南相馬市パークゴルフ場

　オープン後は県内外からも多くのパーク
ゴルフプレーヤーが来場している。フルスイ
ングが可能なダイナミックなホールが多数
あり、プレーヤーの魅力となっている。
　各種大会も開催され、施設の充実度も
合わせ人気のコースとなっている。

【宮城県】2020年オープン 36H

気仙沼市パークゴルフ場

　地元の建設会社、株式会社小野良組が創立100周年
を記念して、東日本大震災遺構・伝承館に隣接するグラ
ウンド跡地に建設して気仙沼市に寄贈した。通年営業の
北限エリアに設置され、今冬は隣接する降雪地域の愛好
者など県内外から多くのプレーヤーが続 と々訪れている。

パークゴルフに関する総合コンサルタント企業
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【宮城県】2019年オープン 54H

矢本海浜緑地パークゴルフ場

　2019年6月には「第1回東亜チャレンジカップパークゴルフ
国際交流大会in東松島」が開催され、韓国からも大韓パークゴ
ルフ協会の李会長をはじめ約20名が参加した。キャロウエイゴ
ルフの東北初の大会も開催され、今年2月には来場者8万人を
達成した。
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【宮城県】2019年オープン 54H

登米市高森パークゴルフ場

　自然の地形を生かしたテクニカルコース。日本を
代表する難コースと言われており、プレーヤーのチ
ャレンジスピリットがくすぐられる。2019年には宮
城県を代表する大企業、アイリスオーヤマ（株）がス
ポンサーとなった「第1回アイリスオーヤマチャレン
ジカップパークゴルフ東北オープン選手権大会」が
開催された。
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